
公益財団法人日本スポーツ協会
公益財団法人全日本柔道連盟

各都道府県で選手の強化・育成にあたる者、選手団の監督・引率を担う（もしくは将来
的にそういった役割を担う）者

各地域及び都道府県での競技者育成・強化にあたる。

全日本柔道連盟会員であること。柔道三段以上の者であること。柔道B指導員資格を
保有しており、柔道B指導員資格取得後、2年以上かつ柔道C指導員資格取得後、指
導経験8年以上の者。

共通科目 共通科目Ⅲ（150h）

専門科目 柔道専門科目（60h）　※別紙カリキュラム表参照

共通科目
共通科目Ⅲ：22,000円（税込）／教師：61,600円（税込）※別途リファレンスブック代

専門科目 競技団体によって別途定める

スタート
コーチ

円（　　）

共通科目
別に定める共通科目実施要領に基づき日本スポーツ協会が実施する

専門科目

■講習会
全日本柔道連盟主催、A指導員養成講習会

■検定試験
試験及び課題レポート

■審査
全日本柔道連盟中央指導者資格審査委員会

■免除要件
なし

基本登録料：10,000円

資格別登録料：0 円

初期登録手数料（初回登録時のみ）：3,300円

資格有効期限の6か月前までに、最低10ポイント（10講義）以上は、全日本柔道連盟
が定める更新研修会を修了すること。又は、日本スポーツ協会（都道府県体育・ス
ポーツ協会が実施する研修会を含む）が実施する（認める）研修を受けなければなら
ない。

資格概要
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2022年3月25日現在

№ 科目 集合 その他 計
柔道論Ⅲ　柔道の本質 1.00 h 0.00 h 1.00 h
柔道論Ⅲ　柔道発展史と近代柔道 1.00 h 0.00 h 1.00 h
柔道論Ⅲ　柔道の国際化 1.00 h 1.00 h 2.00 h
柔道論Ⅲ　柔道を通した国際理解・貢献 1.00 h 1.00 h 2.00 h
柔道論Ⅲ　柔道の今日的課題 1.00 h 1.00 h 2.00 h
安全管理・指導Ⅲ　柔道の安全管理・安全指導体制 2.00 h 1.00 h 3.00 h
安全管理・指導Ⅲ　柔道事故の実態と法的責任 1.00 h 1.00 h 2.00 h

③ 指導者の倫理Ⅲ 1.00 h 0.00 h 1.00 h
柔道の科学Ⅲ　柔道指導に必要な生理学的知識 2.00 h 0.00 h 2.00 h
柔道の科学Ⅲ　柔道指導に必要な栄養学的知識 2.00 h 0.00 h 2.00 h
柔道の科学Ⅲ　柔道指導に必要な心理学的知識 2.00 h 0.00 h 2.00 h
柔道の科学Ⅲ　柔道指導に必要な運動学的知識 2.00 h 0.00 h 2.00 h
柔道指導論　柔道技術の練習法 1.00 h 0.00 h 1.00 h
柔道指導論　目的や対象に応じた柔道指導 1.00 h 0.00 h 1.00 h
柔道の競技力向上策　柔道競技力向上のための情報戦略システム 1.00 h 2.00 h 3.00 h
柔道の競技力向上策　柔道競技者の養成システム 1.00 h 0.00 h 1.00 h
柔道の競技力向上策　柔道指導者の養成システム 1.00 h 0.00 h 1.00 h

22.00 h 7.00 h 29.00 h
実践的指導　基本指導の応用と実践 1.00 h 0.00 h 1.00 h
実践的指導　投げ技と固め技の実践的指導 2.00 h 0.00 h 2.00 h
実践的指導　対人技能（連絡技，変化技等）実践的指導 1.00 h 0.00 h 1.00 h

② 体力トレーニングⅢ 1.00 h 2.00 h 3.00 h
③ 救急処置Ⅲ 1.00 h 0.00 h 1.00 h
④ 審判規定と審判法Ⅱ 1.00 h 1.00 h 2.00 h
⑤ 柔道形 2.00 h 0.00 h 2.00 h

9.00 h 3.00 h 12.00 h
指導計画Ⅱ　指導計画立案の実践 3.00 h 2.00 h 5.00 h
指導計画Ⅱ　指導計画の実施と評価の実践 3.00 h 4.00 h 7.00 h

② 対象に応じた指導法Ⅱ 3.00 h 4.00 h 7.00 h
9.00 h 10.00 h 19.00 h

40.00 h 20.00 h 60.00 h
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